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現状と課題 重点目標 具体的方策 達成度 学校関係者からの意見・要望・評価等

安全管理の徹底と施設・設
備の迅速な修繕を行い、老
朽化に対応することが課題
である。

Ｂ

Ｂ

○校内研修を活用して、学び
合いの研究を継続するととも
に、学ぶ意欲と基礎学力の向
上を図る。

□基礎学力を定着させるため
の個に応じた指導の取組を継
続していく。

学校教育目標
 概ね達成（６割以上）

 変化の兆し（４割以上）

 不十分（４割未満）

まじめな子　あかるい子　がんばる子

ことば・こころ・いのち　輝く学校

○報告・連絡・相談・確認
　と共通行動の徹底
○具体的な行動目標に基づく
　主体的な所属分掌の取組に
　よる参画意識の高揚
○短期的、中期的なＰＤＣＡ
　サイクルの推進

 開かれた学校づくり

 教職員の資質向上

 ほぼ達成（８割以上）

○学ぶ意欲の向上と授業の工
　夫・改善による学力の向上

□個に応じた指導による基礎
　学力の向上

初任者や若手教員の計画的
な育成と指導力の向上を図
ることが課題である。

Ｂ

Ｂ

校内研修により、授業の学
び合いのスタイルと算数の
少人数指導の体制が整って
きた。さらに指導の工夫・
改善を図り、学力向上を実
現することが課題である。

保護者のボランティア活動
や地域との交流活動が定着
してきた。さらにあいさつ
運動や放課後の見守りを地
域とともに取り組み、家
庭・地域の教育力を生かし
ていくことが課題である。

○ＨＰをリニューアルして、
教育活動を積極的に発信して
いく。

□新学校応援団として、保護
者や地域と新たな協力体制を
築く取組を進める。

○校内研修を活性化させ、普
段の授業を見合って互いに学
び合おうとする体制作りや優
れた指導法や指導技術のスキ
ルの共有化を図る。

○定期点検と日常の安全点
　検の徹底と教職員の危機管
　理意識の高揚

□迅速な修繕と児童の顔が見
　える掲示物の作成

Ｂ

Ａ

Ａ

※学校関係者評価実施日とは、学校関係
者評価委員会を開催し、学校自己評価を
踏まえて評価を受けた日とする。

○小さなことを見逃さないシ
ステムにより、教職員の危機
管理意識の高揚を図る。

□施設・設備の老朽化に対応
するために、計画的な予算の
執行と清掃活動に力を入れて
いく。

○学校運営が基本である。

○授業研究発表会の評価を生かしていく
ことが必要である。
○道徳性の育成は、先生の指導が重要で
ある。

□学校応援団を活用してほしい。
□登下校の安全指導に、町会や地域の方
のパトロールを依頼する。また、交通安
全協会に学校から協力を依頼する。

○笑顔が多い先生の授業では、児童が楽
しそうに学習している。
○写真や授業内容に関する掲示物、オル
ゴールをかけて気持ちを落ち着かせる工
夫等、授業に対する向上心が伺える。良
い面を連携させると良い授業が増える。

□６年生の教室が整理整頓されていて、
居心地のよい雰囲気がどの教室からも伝
わってきた。
□教室の整理や掲示物がとてもよい学級
とそうではない学級の差があることが気
になる。

 施設・設備等の管理

○「考え、話し合い、学び
合う学習」の研究によって
授業の工夫・改善を進める
ことができたが、検証が不
十分であった。
□個に応じた指導を進める
ことによって、学ぶ意欲の
向上が見られた。

○ＨＰのリアルタイムの更新
と保護者アンケートにより情
報の発信と収集を行ったが、
保護者アンケートではよくで
きているが６８％で、不十分
という回答であった。
□保護者アンケートでは、保
護者や地域との連携ができて
いるの回答が７０％で、不十
分であった。

○校内研修等を計画的に実
施したが、学び合いが不十
分であった。
○若手教員研修や市内の授
業研究会に意欲的に取り組
んだ。

○安全管理を徹底し、学校
施設・設備の事故は発生し
ていない。

□修繕と計画的な掲示活動
により、学習環境の整備を
進めることができた。

○積極的な情報の発信と収集

□学校応援団と連携した地
　域の教育力の活用

○校内研修を中心に学び合
　うとともに、各種の研修
　による指導力の向上

○定期点検と日常の安全点
　検の実施による安全管理
　の徹底

□学習環境の安全と整備

○「考え、話し合い、学び合
　う学習」の授業研究の実施
○出前授業や地域の自然や人
　材の活用、小中の連携によ
　る学習意欲の向上
□算数の少人数体制を活用し
　た個々の基礎学力の向上
□放課後や長期休業中の学習
　サポートの実施

○学校ホームページのリア
　ルタイムの更新
○保護者アンケートの実施
　と迅速な回答
□ニコニコあいさつデーの
　推進
□学習支援への地域の教育
　力の活用

達
成
度

Ｂ

重点目標の達成状況

学　　　　　校　　　　　自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

年　　度　　評　　価　（ 平成３１年１月１６日　現在 ）

教職員の学校運営への参画
意識の向上を図り、若手教
員の意欲と経験豊かな教員
の経験を組織的な活動の活
性化に生かすことが課題で
ある。

 組織運営

○校内研修による学び合い
　と優れた授業の共有化
○要請訪問と管理職による計
　画的な若手教員研修の実施
○県の委嘱を活用した１人１
　授業研究の実施

領　　域

 教育課程

【別紙】平成３０年度　 学 校 自 己 評 価 重 点 目 標 シ ー ト　（川口市立安行小学校）

○ＰＤＣＡサイクルによって
教育活動を発展させるシステ
ムを継続していく。

○各分掌に主体的に取り組ま
せて、学校運営の参画意識の
高揚を図る。

　

○改善案を次年度に生かす
ＰＤＣＡサイクルに基づく
組織的活動を実現すること
ができた。
○教職員の学校運営への参
画意識の高揚が不十分で
あった。

次年度への課題と改善策

○ＰＤＣＡサイクルに基づ
　く組織的活動の実現

目指す学校像

年　　　　　度　　　　　目　　　　　標


